
大垣市 地域おこし協力隊通信

ヤ  ー   マ  ン

きYeah鶴磯陰だより

10月号

VoL1 2

令和 5年 10用 3日≫
《≧暉

現況報告
練つた土で作つた天丼はなかなか乾かず、9月 5日ωに天丼を踏まずに

屋根を作る方法を採用しました。その日もた<さんの方に来ていただき

ました。屋根は昔ながらの茅葺ではなくトタンで葺きました。伝統的なや

り方ではありませんが、大工さん達の知恵と技術も借りながらついに屋

根が完成しました。

翌6日因から焚回から徐々に火を入れて、14日困には窯の蓋をするこ

とができました。火を入れてから、天丼が落ちる可能性もありましたが、

無事に窯に蓋をすることができたときは、師匠達も安心していました。

炭窯を作るためにとてもたくさんの方からサポートして頂きました。本

当にありがとうございました I初めての炭は10月 2日側に出す予定で

す。とても楽しみです。

時山祭

八幡神社正面から

手筒花火

金星に属するものは、肺・大腸の他に、鼻。鼻水・秋・夕方・

娯楽・収穫などがあります。

時山も少しずつ紅葉が見られ始めています。

無事に炭窯ができました

鍼灸師としての雑感 ～金星～

先月、呼吸の話をしましたが、陰陽五行説でいうところの金星に属し

ます。金星の裏(臓)が肺で表(腑)は大腸になります。また皮毛(皮膚)

も金星に属します。便秘になると肌荒れが起きたりすることを考える

とやはりどこかで繋がつているかもしれません。

では、肺、大腸、皮膚に共通することは何でしょうか?お そらく排泄

です。肺は古い空気を出し、新しい空気を入れる。大腸は便を作つて

出す。皮膚も汗を出します。別れがあるから出会いもあるということ

でしょうか?皆様も排泄すべき心の習慣はありますか?

菫  

「

TEL 0584-45… 3113

(上石津地域事務所 地域政策課)

裏面もあります

発行者 大垣市 地域おこし協力隊 第3期生 中村 明弘
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9月 9日 0に時山祭がありました。江戸時代に2度大きな火災

があり、花火を奉納することがお祭りの起源とのこと。

前日には住民が集まつて、やぐらを組んだり、提灯や旗を用意

したりしました。みんなが率先して働く姿は、炭窯造りの様子と同

じで地元の性格のようなものかもしれません。このような空間に

居られることはとても有難く思います。

また江州音頭も、多<の方と一緒になつて踊れて楽しかつたで

す。手筒花火もさせて頂きました。日の前で見る花火はとても綺

麗でした。

代々伝わつてきた地元のお祭りもとてもいいものですね。
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塚魏
筆
は
り
育
贄
鮫
窒
一鮭
火
を

か

っ
て
製
炭
業
が
盛
ん
だ

っ
た
大
理
事
上
石
濠
鋼
の
時
山
地
区
で

「時
曲
炭
」
の
纂
炭
に
励
む
中

村
鴫
弘
さ
ん
（
４５
）
は
、
襲
年
以
上
使
わ
れ
て
い
な
い
窯
の
修
結
を
７
月
に
始
め
た
。

「
長
く
使
え
る

窯
に
し
て
、
い
い
炭
を
作
り
た
い
」
。
時
』
慶
を
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
、
窯
に
再
び
火
を
入
れ

る
。
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斐
輸
燿
斗
）

時
山
炭
は
窯
に
入
れ
た
本
を

３
日
は
ど
蒸
し
焼
き
に
す
る
。

時
濃
地
区
は
冬
の
寒
さ
が
厳
し

い
た
め
、
よ
り
じ

っ
く
り
と
木

が
成
長
す
る
こ
と
で
、
年
輸
が

細
か
く
締

ま

っ
た
も
の
に
な

る
。
炭
も
整
く
、
燃
焼
時
輩
が

長
い
こ
と
が
特
徴
だ
。
か
つ
て

は
間
外
不
轟
の
伝
統
技
術
で
、

時
山
の

一
大
産
業
と
し
て
地
域

経
済
を
支
え
て
い
た
。

１
９
６
０
年
代
を
境
に
プ

ロ

バ
ン
ガ
ス
な
ど
が
普
及
し
、
本

炭
の
需
要
は
激
滅
。
多
く
の
住

民
は
製
炭
禁
を
や
め
て
、
仕
事

を
探
し
て
地
区
を
轟
た
り
、
農

業
に
仕
事
を
変
え
た
り
し
た
。

現
在
、
羨
を
作

っ
て
い
る
の
は

中
村
さ
ん
以
外
に
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
使

っ
て
い
た
窯
が

５
月
に
使
え
な
く
な

っ
た
。
新

し
い
窯
を
搬
し
、
彙
林
で
切

っ

た
本
を
率
で
窯
ま
で
運
べ
る
よ

「時曲慶」作 り麟む 上篠津・響村さんら

「鍮匿」と鰺繹中 今嬉_は彎‡こ完成予定

今後のイベント出店の予定

， つ
。

擬
窯
作
り
に
励
む
中
村
さ
ん
露
と
川
添
公
男
さ
ん

―
大
壇
市
上
篠
津
町
籍
野
で

う
に
と
遷
務
沿
い
の
書
い
繁
に

覇
を
付
け
た
。
保
有
者
と
契
約

し
、
今
年
７
潟
中
額
か
ら
窯
の

修
理
を
始
め
た
。

「
窯
は
空
気
が
入
れ
ば
炭
が

作
れ
な
く
な
る
。
最
初
か
ら
作

る
と
な
れ
ば
鶴
準
じ
ゃ
な
い
」

と
話
す
の
は
保
存
会
の
理
添
公

発
会
長
（
”
）
。
か
つ
て
の
作
り

方
は
赤
上
で
窯
の
形
を
作

っ
て

か
ら
何
人
か
で
た
た
い
て
上
を

饉
め
て
た
と
い
う
。
今
日
は
簡

一

略
化
し
、
練

っ
た
赤
土
を
乾
爆

一

さ
せ
て
作
る
。
８
薦
鍵
日
に
は

か
つ
て
製
炭
業
に
携
わ

っ
て
い

た
中
村
さ
ん
の

「師
筵
」
川
添

塞
・鐘
さ
ん
や
川
濠
美
治
さ
ん
の

助
け
を
か
り
な
が
ら
窯
に
練
っ

た
赤
土
を
載
せ
た
。

乾
爆
後
、
昼
根
を
付
け
て
９

用
上
旬
の
完
成
を
見
込
む
。
案

は
直
径
約
３
籍
で
、
１
カ
薦
に

６
０
０
計
の
炭
を
作
れ
る
と
い

元
々
各
務
原
市
で
魂
鑢
舞
を

鬱
ん
で
い
た
中
村
さ
ん
。
難
筆

８
湾
ほ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
こ
の
地
に
や

っ
て
き
た
。

「
時
山
炭
を
作

っ
て
い
て
、
曲

分
は
原
始
的
な
物
が
好
き
な
ん

だ
な
と
気
づ
い
た
。
お
も
し
ろ

く
て
も
う
こ
の
地
を
離
れ
る
気

が
な
く
な

っ
た
」
と
笑
嬢
で
や

り
が
い
を
議

っ
た
。

10月 7日 (土)

10月 28日0
11月 12日 (日)

時山刺 し子展

もんでこかみいしづ

おむすび博 (デ イキャンプ講座)

時山文化伝承館

みどりの村公園

みどりの村公園
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売 るのも爾うのも
何でもご糧談下 さ難ヽ
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イベント出店の時には、皆様とゆつくりお話ができる時間ですので、とても楽しみにしてお

ります。皆様もぜひ遊びに来てください !

圧≡〕


